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図１

　

４
月
１
日
現
在
、
軽
自
動

車
な
ど
｟
二
輪
車
を
含
む
｠

を
所
有
し
て
い
る
方
に
、
軽

自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
納
税

通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

納
期
限
は
６
月
１
日
で
す
。

　

次
に
該
当
す
る
軽
自
動
車

な
ど
は
、
軽
自
動
車
税
｟
種

別
割
｠
が
減
免
さ
れ
ま
す
の

で
、
納
税
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
期
限
は
６
月

１
日
で
す
。

※
現
在
、
自
動
車
税
｟
種
別

割
｠
の
減
免
を
受
け
て
い

る
方
や
、
す
で
に
申
請
し

て
い
る
方
を
除
く
。

減
免
対
象
車
両　

身
体
障
害

者
な
ど
が
所
有
す
る
車
、

身
体
障
害
者
・
精
神
障
害
者
な
ど
の
方
で

新

た

に

軽

自

動

車

税
｟

種

別

割

｠

の

減

免

を

受

け

る

方

へ

～

申

請

は

６

月

１

日

ま

で

に

～

ま
た
は
身
体
障
害
者
な
ど

の
た
め
に
使
用
す
る
車

で
、
生
計
を
一
に
す
る
家

族
が
所
有
す
る
車
｟
障
害

の
程
度
に
よ
り
、
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
｠
▽
身
体
障
害
者
な
ど

が
利
用
で
き
る
よ
う
に
改

造
さ
れ
た
車

対
象
と
な
る
障
害
の
程
度

①
身
体
障
害
者
手
帳
※

②
戦
傷
病
者
手
帳
※

③
愛
の
手
帳
｟
１
～
３
度
｠

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
｟
１
級
｠

※
①
②
で
該
当
す
る
区
分
・

級
・
程
度
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

対
象

と
な
る
障
害
に
該
当
す
る

各
手
帳
、
車
検
証
ま
た
は

標
識
交
付
証
明
書
、
運
転

免
許
証
、
認
め
印
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
庶
務
係

５

月

は

水

防

月

間

で

す

ハ ザ ー ド マ ッ プ め 組

水防災総合情報システム

携帯電話用

水防災総合情報システム

スマートフォン用

学
生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く
！

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、

大
学
や
専
修
学
校
な
ど
に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
ま

た
は
生
徒
が
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
、
本
人
の
前
年
所

得
が
一
定
基
準
以
下
で
あ
れ

ば
、
在
学
中
の
保
険
料
の
納

付
義
務
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
在
学
期
間

中
、
毎
年
度
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。

※
前

年

の

所

得

基

準

…
「

申

請

者

本

人

の

み
」
＝
118
万
円
＋
扶
養

親

族

等

の

数

×

38

万

円
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

こんなとき 必要書類

会社等を退職した
とき

退職日を証明する書類（退
職証明書など）

第３号被保険者で、
配偶者が会社等を
退職したとき

配偶者の退職日を証明する
書類（退職証明書など）

第３号被保険者で、
配偶者の扶養でな
くなったとき

配偶者の扶養でなくなった
日を証明する書類（資格喪
失証明書など）

海外から入国した
とき

パスポート、在留カード（外
国籍の方）

〇付加年金参考例

付加保険料を１０年間納めた場合　納めた保険料の総額

４００円×１０年（１２０月）＝４８，０００円

１年間に受け取る付加年金額

２００円×１０年（１２０月）＝２４，０００円

※受け取る年金額は、物価の変動による増減はありません。

　

５
月
は
水
防
の
意
義
や
重

要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
市
民
の
協
力
の
も
と
に

水
害
を
未
然
に
防
ぎ
被
害
を

少
な
く
す
る
た
め
の
水
防
月

間
で
す
。

　

市
内
で
も
、
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
局
地
的
に
河
川
の
水

位
が
上
昇
し
、
冠
水
等
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
大
雨
の

際
に
は
、
周
囲
に
十
分
気
を

付
け
、
早
め
の
避
難
な
ど
水

害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

事
前
の
備
え

▽
避
難
場
所
、
親
類
や
友

人
宅
な
ど
避
難
先
を
事

前
に
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▽
家
族
の
安
全
確
認
の
方
法

を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

▽
貴
重
品
、
衣
類
、
非
常
用

食
品
な
ど
を
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
避
難
時
の
荷
物
は
必
要
最

低
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
な
ど
が
近
付
い
た
ら

　

付
近
を
流
れ
る
河
川
の
状

況
、
雨
量
情
報
、
気
象
予
警

報
、
洪
水
予
警
報
、
土
砂
災

害
警
戒
な
ど
の
情
報
を
把
握

し
、
早
め
の
行
動
が
重
要
で

す
。

　

市
内
の
雨
量
情
報
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、携
帯
電
話
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
警
報
等
の
情

報
が
確
認
で
き
ま
す
。

☆
「
青
梅
市
民
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」、「
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
め
組
｟
図
１
｠」

も
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

☆
都
で
は
、
都
内
に
設
置
し

て
い
る
雨
量
計
、
河
川
水

位
計
の
観
測
情
報
を
都

建
設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
「
水
防
災
総
合
情
報
シ

ス
テ
ム
｟
図
２
、３
｠」
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

☆
国
土
交
通
省
で
は
、
洪
水

時
に
住
民
の
主
体
的
な

避
難
を
促
進
す
る
た
め
、

国
が
管
理
す
る
多
摩
川

　

令
和
元
年
度
に
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
し
、
２
年

度
も
引
き
続
き
在
学
す
る
方

で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す
る

場
合
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書
｟
ハ

ガ
キ
｠
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
方
、

学
校
等
が
変
更
に
な
っ
た

方
、
新
た
に
在
学
し
た
方

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

ま
た
は
年
金
手
帳
、
学
生
証

｟
コ
ピ
ー
で
も
可
｠、認
め
印
、

本
人
確
認
書
類
｟
代
理
人
の

場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑
、

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
｠

を
お
持
ち
の
う
え
、
保
険
年

金
課
｟
市
役
所
１
階
｠
ま
た

は
青
梅
年
金
事
務
所
で
申
請

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
離
職
後
に
申
請
す

る
場
合
は
、
雇
用
保
険
被
保

険
者
離
職
票
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
、
雇
用
保
険
被

保
険
者
資
格
喪
失
確
認
通
知

書
、
退
職
辞
令
等
の
い
ず
れ

か
１
点
を
あ
わ
せ
て
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

申

請

先
・

問

い

合

わ

せ

青
梅
年
金
事
務
所
☎
30
・

３
４
１
０
▽
市
保
険
年

金
課
国
民
年
金
係

種類 該当者 手続き先 保険料の納め方

第１号
被保険者

自営業、学生、フリーター、無
職の方など

市役所
納付書、口座振替、クレジットカー
ド等で納めます。

第２号
被保険者

厚生年金に加入している会社員、
公務員など

勤務先 給料から引かれます。

第３号
被保険者

第２号被保険者に扶養されてい
る配偶者

配偶者の勤務先
配偶者が加入する年金制度が負担し
ます。

国 民 年 金 の 加 入 手 続 き

　国民年金は、国内に住所がある２０歳以上６０

歳未満のすべての人が加入しなければならない制

度です。

被保険者の種類・該当者等 （表１参照）

☆第１号被保険者の加入

　第１号被保険者は、市役所で加入できます。

（令和２年４月１日から、外国籍の方は在留資格お

よび滞在期間により加入できない場合があります。）

持ち物　マイナンバーカードまたは年金手帳、印

鑑、身分証明、年金機構等からの送付書類（お

持ちの方）、その他の必要書類　（表２参照）

保険料　１か月１６，５４０円（令和２年度・定

額保険料）

☆任意加入被保険者

　次の方は、申し出により加入できます。

▽海外に在住している日本人で２０歳以上６５

歳未満の方

▽日本国内に住所がある６０歳以上６５歳未満

で、厚生年金に加入していない方（基礎年金額

を満額に近づけたい方、受給資格期間が足りな

い方）

▽６５歳以上７０歳未満で、昭和４０年４月１

日以前に生まれた方（７０歳になるまでに老齢

基礎年金の受給権を確保できる方）

※老齢基礎年金の受給資格期間が６５歳到達前に

１０年以上ある方は加入できません。

持ち物　マイナンバーカードまたは年金手帳、身

分証明、年金機構等からの送付書類（お持ちの

方）、通帳・届け出印

付加年金

　第１号被保険者（任意加入被保険者を含む）は、

申し出により、付加年金を納付できます。

　付加年金保険料（４００円）を納めると、将来

受け取る老齢基礎年金額に加算（２００円×付加

年金の納付月数）されます。

申請先・問い合わせ

▽青梅年金事務所☎３０－３４１０

▽市保険年金課国民年金係

の
沿
岸
市
町
村
で
、
緊

急
速
報
メ
ー
ル
を
活
用

し
た
洪
水
情
報
の
プ
ッ

シ
ュ
型
配
信
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

防
災
課

青梅消防署・市消防団による合同水防訓練の様子

表１

図３

図２

表２

令
和
２
年
度
国
民
年
金
保
険
料

暮らし・住まい・環境 保険・年金・税金


